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【 投薬 】 

 

２４３ アレルギー性結膜炎に対する広範囲抗菌点眼剤の算定について 

 

《令和６年７月３１日》 

 

○ 取扱い 

 

ステロイド点眼剤の投与がある場合のアレルギー性結膜炎に対する広範囲

抗菌点眼剤（クラビット点眼液等）の算定は、原則として認められない。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

アレルギー性結膜炎は、花粉やダニ等特定のアレルゲンにより結膜に炎症

が生じる疾患である。治療の第一選択は抗アレルギー点眼剤で、抗アレルギー

点眼剤だけでは効果不十分な場合に重症度に応じて抗アレルギー内服薬やス

テロイド薬（点眼剤、内服薬、眼軟膏等）を併用投与する。 

ステロイド点眼剤の投与に伴い、細菌性結膜炎を併発した場合の抗菌点眼

剤の投与は有用であるが、細菌性結膜炎の発症抑制目的の本点眼剤の投与は、

保険診療上適切ではないと考える。 

以上のことから、ステロイド点眼剤の投与がある場合のアレルギー性結膜

炎に対する広範囲抗菌点眼剤（クラビット点眼液等）の算定は、原則として認

められないと判断した。 
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